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/.多 夭矛1(金 ス十手短尺),示 た 暢 (ケス欠4)
月“″s孝の技本模費φ一性噴につt'て

写ラタ,亀:昔晨[な等ピ=箕知:111:f｀:::|〔1篭αγ多ら1ふ星:こ
そのか按|■ヽし月根のデ後の り`おИ矛好上ネんた。

2,仏 二々水武
｀
彦(al彰人″書)

K誂 ′鮮ηニタスニタパタの共通"通ζスにマいて

Gt店 "たと戌 k協 群 Lじ夕不ヨL癒 域′不■,た始 t太々Ω(e)′A“りと言く.
nCG・)の成分t△りA2′・?・|じノ△t′A2ノ…・t不九にする0っJたメ鋳替 IQ・′〈Lヮ
,…・L書4.

M“出工 歯ノ喝鴨.。∫ Ma■.st`」「̀̀  7'('974,で AI年、nゃ、)=0△こ∩Э4:こ示 した。

■ェ促 ぼ痛散 1目の成かす 二 点、t夫 通え ふ 点 Lし てもつ初ノ標 限`1日,成 機 惧一点、しス

螂 魚ヒヒ:ttフ句t示|た。
ミこでぼ上記を式ltニフ以上の戌か降関L■拡薇し,上記二例の」陶・Lにっヽヽ■

ウメLする。     :

3.移夕燃′これじバン2)|
″昨 歩八多多霧 魔ι作 脅 の“L猾脅 l・ついZ

「 t non―elementar/石晨生成弟二種 Fuch,君ギにすo.― =たた換全体 と5ビ ■・ぁ 3わ

す. ‖f卜 翼L・rPり く年左 ギ grrprげ=“⇒,(r(Dtみ たす下キ早 面 L■ のェ貝J自教全

体 のな夕BanaCh A tt t 3(L′りであ 5わ す。各 Υ,3(|′りに対し ,‐7,′ちt客 マク其R条イ†

=8‐えざ1:|■年lノイ=Ъ=°o下 に 27後,十fr297129=Otみたす角子とナう. ゾP(つミ
91rツ2(り は

L上 の 右理 型 劇 数 t 。゙叫
。F=為 (り瑚咋′(rcり た み た す Pl｀35ビ の申 への iSOm o T h i S n

X ,が 存 在 す る。 「の Teic h n 3 1 1 e r  t t  F E R  T 0  1 3時が りrが
1⊂

5ビ 1み た す椒畔 角軍像

サ:C→こ:=IF4張■ょぅYC3(L′り0全体のなす主FHlゼ
・
あう.T(D眸3∈′りの有界領咸

ぜあ う。 Beら は次の 定FE乞 証 8月した。 Bers 9_■ 費 .Υ C DT(「)に 対 して崎 博L tr

等角ざ χ,0・ 時 「巧::{ま崎 O tttt不 九成分 ttフ Klein着手ぜあ 3。 ―_一 Bersの

定理 に 関 し次 の結果 t得 た。 選 ニユ.YGDT(り に対 し χf(めの.Mばり と含モ 不麦成分

は 時 (L)と ―至えしない 。 tう に アが (υSPず ない想3ば
°
Xflrpの 不達 魚え領城 nα ψo

lよXP〔Plの 。住一つ不変成分 ぜ凛 ,t単 達鳥 で
°
な t、.
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4イれ漁″樹(ヤη人燿)
えⅢ 移空観e19現1のたをた

″ッZ

r&h。。tぽ 空間の
“
境界

"の維質と古ネするためた′よず境界をL申 こ定義する

ことから拍ある。今となされてレ)た境界の爆後は何となく不明白 あらた環に几わ

争1ポ11:量ム寛鮮灘 tLI肥1:覚Ettj∵亀箱「ふ
おムふ参碁:菫Ltt11准1革

多&謂鶴秀鎌[象11)継
3ネ次みの基酢 オんるのがえ当つ巖にんわれる: :

島 権 農夕樹 (t 4 P国人理 )

J島〆″ウ間の■号にマ))て

殖 え飩,∝ち…メヽぃ′01′"1島 つた湾周働に対しノタ成えこ卜mぬ ∝ヒつ

たイヒKさり,こあ働と表わす&ho洗ねじ群がりの巖に変化するかたオ彙する。満r

とっ旗ktオ んろ.“ スL C3cL Kえ 面こする鶴の生成たの響dt・メ薦 が夕響もに
と

群面ふ ぃ出 あ次4に よリ クψ晟 「調・される事たEべ ,こ れは 臣 mmコ

どそれι友わす S■oot句群の間り 七狩島ゼ嗜な調 薔̀′甕比の胤ごた群に対して

↓硼鷹の孝か成り主う。 日虜h,群り期 あ壊堺↓確 する時の強力|キ政卜なると

にわれる。そに Schootち盪J聞あイリ和三沐レ)て,分劇色にの2つす互に通"プ〈とりう

意槻′I篤評
:お
:砦1と揚

2携
が農麗:札腫;

窃 霜寧鯵喜ず製こ:れ蹴 篇躙
1枷嵩瞥#締

よこfoTnm±oルとほひこしても切られ力・
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` 解 薇 (4ん た雛,            |■  1

焔呵ルJ断しのう多Liクっいて              '      |

ω:′Q七 9ノら,o離裂燿影かが
1圭とた3メ嫉なとし 1カを鰈誅ニラス

T=C/t∠ 二わ `IZ争嗜ノ=右える。鶴ノQ菫 日規Zする精自雌

は、丁務弱蝶出発縦ノAのコ 爾犯蛯毎6れる。セ(暖ム Hに 的

はDoiaクの¬陥綱要にきり・   ホ うが■とでは

Hに 'り
・土ヂU杓的に器 準弦嗜弐摯3:それによ32.H(τ Pうけ のよ

う  郷 …

H`τ摯,こεott UEネL/民U:‐̀ノ

ここに,anstは、厳鍵 鞣1212い脇"ち Ett a≧矢り時

泄教7Lの情「睡罐ピ発缶き。次元2πのα彗魚)考謀:多誉殊であ3」ミびに。

浄|力ぽ

を担 F三 片互 上ハ油2つ 之稽治群め る土ほ‖たである:

ここに ■ヽ
― じ|ム、ノ4=Z“ り十z(響 ら 村 針)付

・T竹

4駄りを中4澤時
豊。
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7.ゑ 〕ll農六絆(彙人族為)

り́ マン6つ極人辱縫つ́ な性につヽつて

唯´っa極 た枠糸を̀ tつ (極人
竹続早

ふ〆
守
角
ユ号

と
絶檄Jの 鴻リーマン麓バ′

な討 ためのり孝ヤ分条件五ギ″たい./∫年雑前′=ノ
｀
ο<′<″́ とき′T(=

_   1   “  ′ J ■  ヽ .  、… … ……¬
Ltt ιてギ凛.この球とがなれ′=“ざι々'2

レ洗ため 空間4修女夢′
_   ‐ : ゝ L  _ 、 `  …

嗜― ～― フ ー ー I―^L油

纂 ボ ょ〈ゎ ら
′了

レ い ど ′未 訪 ずあ ろ。もと鳳、うバ′ ′二∞の丁|

昨年′
′
1'1カに膊√多1方冷く月いナくそ4%1`二|ノ生ヒ筆作紹筵島:●. _ _ ′ a ・‐ ユ ′" ■   ら わ  〕

ぅ'去
′
ιごI等)i′

二“法寿Tみを呆`′キ|・、彼1在
老の~年 ι丁主聞ゆゝ 雇的

准な

″

『Iバ :、:/と17=∞ F汀 オろチた′」4詐嘲が得ゥれ́ γl孝′告すら̀

″́蒻 ′
り

易 湯 物 ″
ク ″″徽 励 滅蜜 「

め″笏ウ律「バえ―力機t(′くた≦ゴ)乙 lt 「ヽ二め曖庁フ"けられたす～てのチ

i「
―̀耳ら

な[iし′里1;I:十 X(ヌぅるみ

llililittIを維41ti″ :「tt屈

ぇ

バ戌Zす3ことであつ。ただしX(χち2

このL々、ラ修月周ヒ==',〆 (D<

氣た日1象。うち、「バ澪=′′〃主角り、

あつ実魂 に■称 た2つ の周九摯う■ つ
了

l′ラヒ立に准 り、Fの 感"η ″ユ 眸塚ガヽ と

iiを進筆μ4:等の為権L重:{脅強く″ζF・
・
1ら
いう賀、上の“スユ用ァてヽ《
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9,擁 わ″ こネた多)
あつ霧の嫌 ``れi多ク褻屹

4七ヵ の手 ル41琳 が ぁ る孝 直ォ″爵 輌 域 と写 角 同 値 ず ぁ `,と ,ま た,141 4穏 おat・・aH

Dの 場 合 ル ι燿 供 の群 手 の成:夕 す|こ と′
す ょ く夕・9“ Z"多 .セ あ際 彬線 の“ =は ′

与 乞 oぃ ,構 成 あ3● 応ゐ の _ み̈ に,によっマ(直普 な正規 ィしみ 作 の も とτ・lr )一ヵ `り′=

た キ ら,  ‐ ・

,彙の手彙は, 上の:メラ手のあ3カ味び1のαtta鰤″ざぉぅ.ζ〔J`G“らの市ι考.)
2■ :くィロめ,ti界膚分=もつ角|夕 の有,晨饒麟“tルは′,たのような|け|≦̈ のな

扁L a s  2年 角` ] 4 3ぞ ″ s ; ( 1 ) sば |″|≦ω を ぁ 々
 争 十「サζ′十りJロ ホ )う , ( D  D sら ん

戌今は1ぺ 2差 “ にげ三ο■によ3裁森ざ虜3・ =|に ′″肇茸教 ■予′け す'も
のぼオ管“ヒ確―.  ‐

多tc:`Sa範oすιれ このt.2もあ湯Fネ オにう3が ,1■ 7・′F_J瞼4ι=に たたぃ“r
ιユ めた 埋 めん nと し2前 明する。 キらな輝 牛 暢 と′(費握)壌丼 =脅 彙度 ιた ら ζ
ことa4甲 ど生が■:。あられ`′毎 IHめォ"は ,`■ 10圧ら::ι幹「け′ダ′4旨くt学`9
τ あ 3.

′。・解十分絶(′多わた■)
筋雄獅 撃同じ彎'多 れ

R:雅 粒′の方限リーマン面 ,,R=U4:″ kは咆思メ粉 ,4-〔 晴′晴∫コだυ

争 委 モ iF藪 :発 生

ス

:暉       〔 葛 :劣

ル 露入〔ス.。(μリノに洲ミ・ぜ鳴多Z∴十`町ぶ l と お`と ′つギの相 タィフし

史理その化が民士することとあパマ .

た電め
4=え ノ芦 (″)Rム の店理量函掘 つぎと済け チザ啓作す3:

り 手の困子 (チ)>(R Pa… P3■〕
¬こ
′a tt R上 あ竜 彗にえ ら`な彙卜巣

CbD PtでQ子 の R塑 山崚 =■   10+(R)ば こと高 々 3+■ 幸 卜
覆 う 。

d)子 はRと こ上の折 線 』成 (ら旬 trtttに 与 え ら ム 3)頌 ■ にぶ す′ぇ、C.うけ4-

挙動どをフ′ここt新線 |け
―
去と実有す3事 な32本 の線分がらな3四七

と 1ヽ )。
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11.か機蔵ん(彙二六撃)

A,,,-r/1t* ,4-**ff, ;.*U4+I" tl"*tX o- Ht(w; Z/*z)'

次 の結果 t報 性する。Wtう 卜可換基本群 1じ らえ… ●。f=Wの 色乙“竹撃

イ負とする.こ のとtい て,W上 のプ
しだけ 守Lziシ 争%杉 oと 雅数 η

(≧2)研 ′
なれ tて ,frr).v/十 ηr'た 六こ口 ｀グ 争 ら `i)∫ はほ等 写イ象← 13′ ふ

―は(1)ィ
2は

ほ等暉像 に`3,0)の 場 合 にし W感 単逹組領 づ の 2な のC―
吻  と

iZ

た■τt′ 手こモの滅滅硼 ～ ●3。~ こ のヽ とよりただちに手・・・′

Hl(W;Z/・ Z)rZ/・ 2“ ukあ 第 ノホ 1● 二"― フL 夕 J2)の に 等 「像 =竹 二 すればし

a)手13に等=後にに3′こたはd)ギは3に摯暉う2に`:。J〕or尾1。こπ=2のうな

に準りWι 前世'のよう′t13.

ノ2.ル 機″ヴ住(卑工人ガD

Rれに_た な′=お″1滋摩山数のオ薫、の社薇y.っ、)Z

SE卿 ,(≧ 1)の rfl ka“"に 6′ 丁 tSら 6こ 彗 ● ■■メ t, 不 多 黒 t`つ とす

3′ くT〉 畜 丁 7・生 成 され 3壼 口 群 と に′ モ
あ生 後 〃 は 負櫂Lと 13. 5/CT〉 のル“ `

γ とす3.― な Sた
?任 卜

のた、′卜 対 t′ κ lり に |ヽⅢ 3%戯 ●率
の言点 の社 稼 と

こ(P3~19略´ 玖 す 3こ と,V矢じられ て い 3: 圭 =事 kφ)■ ″ tl点 ・とす1～ ■残"… たち

と(PO~19事 ノ 1の %〃
/■

● 3筆 /午 後 権 分 の次 た と す3.~~を く け o・T

の不勧 だ、の と さ IP'つ ど許 毎 す3. 多 =′ ζ毎イ ″ のと t erノ チ/―Vア)′″≦ 改7'つ うト

Lあ たき ,てみえられてぃ3. こ1,τ
'こ上からのキもこたえ3θ ヒれは1'くつ●`

の場 合 1 =今 け マニ え られ 3 .  こ とた ι
弓 「T′′ ″生∂´ 夕= /ご 年″″  の とき こ〔P→

≦ρ年′)ご′―ノチ″ツ修乙 t`′ ・とれらの上限に虚す31｀ なえと″… 3の匂=い くう

↑挙げ3.
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/ユ′it林昇力ご東二人理)
陽るノ孔…“ュ″学…カグ“るこatcみ薇″:

4′ 籐ス七雅率でう:魚影駐=脅β%πレ島"ルタ ル `多ヵィ多″笏孵働換 こ fこ舛 し
それの2′ ″ィa移 なぁ参: ゎ は 感多 す ん"税 とケ崎″γ“矛 會脅つ; ″ノ"零多
の喜 tf'ん に好 しι′たの工豚 /`″ ,vとん〔 %ィ′24〃 けノ7・″し内れ

呻赫イ2‐ ラЧさん婢r‰縛駆,η畿嚇 ,ゝこF鍼 ぢブら。
2tiち

f〔〔リムみ1√ιぁ
角協 γ舜″ιう?碁募嘉:11:

フヒtアイ。

/化効俸 彦(魚工AIE)
仇//―Ⅲ りⅢに,

1:i;誘[:多艇後理復
生は正0理醐 乞↓つとすつ。激υ隆む
イ白ヒ|ホ限Lぅぬ)セすラ■ぅ|↑、%|ォvlυ.厖

上で∠θ″.ttつ。証呵庁μ晨3に卜つのca南機″構蔵法L同様上でなっ。これ

書覆肘雰Ъ〔潔でlT観 箇維↑鶴難[持TT為
繁:膨%編鶴解1み昴II′「1111::嘉緯
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′5.渚んイ"(れグb冬″)

μψZ缶 … のレぞで,価 つた多

単位由薇上の調オロ函なの境界挙動に関するFα tοこのた埋乞:ふ曲型Rleηα孔ル

面 え と その“αrttん魂雅 4 の 組 (え,△)に 対して雄 ろクレμ〔つ

いて述べろ.印ち,え をヌヌ山型のRteπιれπ昴, 0(α,t)を  え の

|おき, え(∝;α)

∴

"3(と
,1)d“ <

ιrecπ島数とする.イ1落の政 ∝ に対し,R(ギ,4)=Igeぇ:G(a′→ンこ〕

の1ス元3とttt教 を 3“ ′ん)と 言く.主亀結果は,

oo ならば,如L(え ′4)に 対して島しすοa型の贅望勁バ戌μ

らことである。上 の條 牛は,化 のrFaに 関 ♭て H:Wだ 404(Ahn.。 O Mtth.14

(1971))が 与てたものであるし

ノ̀ θ中 脅 はじメ■4)
ハルナら7鰺 つヽらた為在えつ移雑降つま宅

え なな る タノ
ーイ ン衡 准レ′曜にR)■ R二 あ工値拗 働教″会外 之プラ′ ら ′

搬  笠 空
施 ・なぅ。一 フゴバカtノニつ。 (ち

と) 洸κ“′る,芝肇メ我∫“ちチ/玖))(aノ塑

L継のと髪|よ写多ハ
・
戎Zブろ多ヒヒヂバχべの写燿影 ぞあろみてヒ曰年・‖あら・

ω KtRの たその閑口狡 とイう。 L。鮨 K∫ 千 ‖『
｀
 れ R´ K可 セ“ゆ

ババ リユフのは ∫
・b に 鷹子乙、1)筵 tKI・ ガリげ′ 沈

卜はβ導隆1・庁3・

たLみば
｀
フ件夕ヽのり́ 4)“ かシ湖口外久な胃卜ヽ′たルっtRこ ずればRIょ嵐脅 名

t看 して、ヽつ。
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/7.:リメイカタ(れゃ彰た夕)
a(畝茨″ごルヵ ゎなι笏物 れ僻 勿′.

リーマンうのハインだのな味の ″ノ Ω 上の夕た tiっe.月6L也わ↓島2麦 微分
P(っ メχιィ≧ο)に 関すち理想境界 s♀ 上 の M″ 出為 物れ易ノ )識 の個
数 をPの信n為 ,ダ ぁれΩ P,ぃ ゝ

:ご tt.可∫ z:Lf;宰 〔11驚 び
威士っと、ヽう.最近タャォ先生はPが石島
色場κ尿理が成立っこと左Ω:oくlzl(1 の 場合に証明した。これが一役の
鵠和攻ヵlあ 勿歿£ プ^土 っかどぅかにつヽヽて嫌ヽたしヽ。さ ざゝは,£がハィ
ンガの条件 (le。っ兌とS£t小け,Я2κ 収彙寸ぅ■によゎらぬ円環びJハLz゛
Σこ `爾"こ スれ =・ ● なぅ毛のが とれ る )t名 市場合しに上 ^中 丼のた二 t拡 張す
る 。  .

′′.″ せたた (たnェ ^)

2浚滅滋ヒヒがどら,2だ !,おけら R(″凍42

イ生た の入 fθ 4入 こ1).に 対 し′ Ω (λ,■ iλくlz lく1〕 とし′ P=P〔 lzl,色 r2V

[121=■]で 多義 さ`歿 た キ負 dc.sllu′
'Ω

(λ)の Иktt Pu  に 由 ノ 6 Mattnめ ぇ昴仁

■ (Ω (～
準  と ブ 5.lZ卜 λ 上 の Martinの “ nimtt PoMt の イロ数 こ J詢■2 と

|′ JFMア 千 生 力 ゛
な立ブ つ ときノ キ 負 derLStt Pに 対 し考cα‖ 孫理 が レ|三λ でボ

立ナうとヽ)うことに,ち'。 このとこ次の響果がぼユブ5:〔Ω(λ)事と t錢〔り̀ヒIⅢl)
rよ碗 セ

｀
あ る。 こ >に  メλ(D2λ  :茶 各  勁 r「りちコっFOィ  角 1つ|!キ.'■ (」`θ′り 左 科

墓1暑窮』11lJ資を、1,等:〕」1117●J°lF:Lよ星柑
end(ヌ P,′ 入 =o,|こ おけ 3+彙 Jε"il. P=P(l=l)|二 対 し́ マ ■徒■ に lgl=

o l=お け5 PIca劇原理のぶ各五論ビた。上記のゑ書泉曝′ Prc酬孫理がParrAじJにずな
)ヽendにおぃて成立 しな 1ヽこと左ネとてこ)●。又 αメP)の 1■ヽ換に'_'ヽ)て:ιiも`|

乱
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′9 ″ オ 多り (み 工た)

餞施つ あ tヒ Йゼル 1腋 タ

V/を 2ιttι tt Rのガ睦%魚“クリらに′ぎのπιζ″ιた滋 濃 ‐ ″ %Oν
ιうち, /と ζ′′″つ κ菌する      ″ とする.′03D(ソ50ツ"=
HBD(R)の後たの宅どiC, イ∈月D〔2)が /(月2("らつ″))にλろあつ

ダ′ヤ分茶″:メ

(1) %〔あ:/2<・′

た|し "″ ″上の府レ義羽′巧刑皮とする.着 く ア≧θ の場秘卜κ″′“ン´

次の分″

C) .1′
2キど島≦T       .

に4維 ゼあ る。 このた 用 ととでノ Rが し‐kの 2秦 ″ 月 D(2)一 月3D“ 1)≠ φ

ちょび 貿 ¢ 鴫 。ん を 満え する とき!夕,上 多 く ゾ を″ つ′夕で

(|〕 /(HDD"′
つに )=月 3D“ ), μ (月 Dζ陽 0の <月 ,(2)

と出た る.こ のた 用 として′ か >る  ス  エ 司C′ CT Z易 滋ゥ P(⇒ Zκど
ンΣ οビ

と̀ 1`じ

』 ?F)イπイ/`・・′  ∬2 GL(2,`)0し)アイこ)だχ′″4与ど7<aa
YuA4 ,  n t ,T f  20 ,  {  b ta

?BD(il = PBE(R) * HBD(R), PD(il I HD(R)

とぞころ。こン̀Gた は切和α″″″`蒻k′笙 だ
とする。

λθ.嬌口えた (広島人理)
′性の3■″ 詢れた問■ぢけづレ晟櫂%微 分

力 まぞ′ 自 乙求 4史な調 わ らre nにお ぃて フ誠Ju Lわ 雑 夕′ ぁっ
ぃ● 』腱島 屁 測 ガし

ο承 を 1ろ 競 してホ |バ ′ ケス は自Z或 夜 ヒ :夕η らな い´級 0調 わ 燿F4において日

和 あ猾tす3,そ F r2 η 121まノう所的にた兼也れt Gr_駒 れの1'0■ 1日

た とて 乃 仁 多″ ι■ :よ以 4気な調 争 ウ ロ ι ユ フ為 定 す う ?移 ι2相 をす るダ′ 攻 薇 =れ

l・.q[.マ 顔c■ にん ん “ く た tか 71の ダ湾 ■ヾみ 颯 よ ネ 3″ 局 F́白りに爵 統 4調 夕 由根

ρ力ぞ彦ゎイら二),働 ね fO酔 関八
'■ のたみは′ 自 6孝 r/kの場合 こ甲ざ

彰ぞ| t`` じのようなfFイじ′暑20むあつ■̀ ′および12,4年琴Fべ主フ

エこのル卑ためク直孝7'千r口:つ年3■れ.

-10-



21。前口ぇえィス島人鍵)
ユークリットI夕間上の調ん″問つため■%倣 分作□六

nを 沢'ζπ≧′り内の様な とこ′ セの上に 3をメしじ のう彩伸在日 づ
=ィχ(″∫て`、

」Iち「島i[首チIL`:l二:,Il:〔ζl'' a力
の用集をあに対し1綺̀夕|=e

ω 上の漁なのか倅tBめ'とう3.冷′
ち にな'3 Grαれ 駒なの如ルι″ 孝歌違1つ口えすると′それ(2用す3
fGBこω'o付 PAFll及%ダ セネ3・ lι lcBω )ぞ′3に)n c20,メ clに,ただぃ
て相名 ■ち:ギ′ Ω 二に (´継行

´
ろo'冽 1友 メヴ′ ぇ゙′/`ィ ′J‐:′…′9t)ダ によ

り′ (旬)は こに値ぜ′任た の 千CBい )のckω)は ω 上で

Lf= 織 〆り +子 =暑rt tt f〆ニ ー(子

をみr2す。特ι2“cたぃ)h ckω)な3′供はLk=oo解 ぞあ3.

22.ィ′綱L′ん(みた彰,
βομ4み数継l多劇づ多2っの脇 律につヽヽこ

ボ テ ニ レ々 l L輪 1 =島 し、7 ,  岸 ,仙 口:¬た 十 ι=よ , 7ネ ゛ れ た T千 二 1長邑t i薇 9

rd出に Jmι滅競 PえⅢこPLと 協雇な′c島 ■ユ。ル7_こ′た '奴打仕ダ B.赳島4itt κ
オキtマ tパニすぅこと・[我■ すぅ。 こり'ス打社 つ義研,〔:■帯芝±1・よ,マ4`ょ k
す5れ′tJ室■月隣 93。遭 曲≧鞍 r劇 l「ィキられ5-′t三ノ「ョト■■,7 あ̈3.

尚: 出 ふ"at..贄PahaFfe ■ 白贄串含ξ要 '3り′ 費1■■ve J.二:"出..|が ndP・ ・
崚 輸 卜 嗜 ,

基 に下 子 と 議 社 o崚 え |ィTす 世ズ 4士:す蒔 "よ う :=′=ゎ れ ぅ。 こっ こ と こ小 へ″ kЦ
'7颯,論す3.  ‐

- 1 1 -



竹キ χl)

八Ц森六営「(東大教義 )

角役たイム拳えたつ )ヽて

等角写4椿冷|ておいて′すゼ`IF夕くの人 た々よ′て⌒しかあけれてぃ3よう′マ′

祠 ノ%イ
青子″マ駕力なナ段1■供す|.角雛 ャノそれに関連(たF27

題
力午:£象fFfbぞ 二員J学麦なノがィ sちタゲ域|ルtダ′

Z→Z° にム「( 7

″'

(2,

あ れノ=笏 十“

ノに)―∠
ん =て

Z― 島

亡みたすときノて言∫″&イ=亦ヶ多脅̀裾飲 とし:ク.イιτギ ′"ケゥぼ|′チ′∫

ふぞ`切れれ′ずあタルtiクθまた′のごみたと

l lliよ:i::傷II:≒1,多年だ。ニギ
f市は′′くなくだ↓°に対 して

ノ(ぇ|′|,T#為子|メ
fl・

お
ヘ

い

／誌

夕劾今子

たゲし/スのた。口求庁′:1警ぞ41 ゔ・

-12-



′Ⅲ′ψ“グZCウズ″坊ルC"レS

D:lκl<1で 麹 函技∫J Lヾsと`ちばし)1/(■+括いD≠ OVだ∈:Dでぁ

撃毛霧勢案撃
≠謬鵬慨珈ど毅占
諜J'生]′'ぢ毎鞭ちア』̀鳥ソ
色奮襲焼駐ナ2)rt艦
Z饗稚::鶴署:胚
2子.山千薇'こ″多た4)
″晨 ゑウ ゆ 嗜 メカ勝 力ふ ′

謂『期,1葬附潔11輩写
'藉

蹴 黒祐協
三多:Z鶴携廃赫″脇 視

篠 ″
`勤

li子影格わヽγ=縁建。%蒸&ン.チが,そ,ハLυsぅたげ′

魃 ル が
1料ξ易'議発識雅鶴

″お馳冴観升呼夕∫£携易雄4ん,.二轟ん
C″←)/′缶))′′てCD attι′

C(ん″のぃみ嗽 ヴ%多シ選べる).

- 1 3 -



2夕。ム120陽r殊二人,つ

得 “ノー■れのア次生検たっいて

違無江PC二 Pく0の 平ロエ響〕領城 tRと す3′ α′b eRヒ t■ 10=ο ′lbl≦|は←0

■みたすR上 ぁ二Ql闘猛 で r(引 clキa)または lbl■ 最大 にす3縦 Aな 孔′ιまた

f
Rt■ ′■手1に務3ギうなよa′くのな麻

で●3さと1示す。

26.凛 `輿 ιル～多)  |

嬌allたLン̀ 批 非夕の■形後

複烹平面c9党 鳳′全ョL違績集合 Eが平衝滅りな零[tt′ かつ hPttht=(:・c。,

c―Eあ自然なリーマシ距難ド機素子面cの距離 らLPふt・主れ 麓収 )とす1と き′

収9-致 ぅ安理ぶ域り■つこと=根 告す3:

l″16A3(C―E)ド C―E上日‐つ週期tt2ば ′ミなとなタト視L7′ f=8″ 戌

つヽ3.ヌ Lo他 のと数輪釣琴集合との関立卜ついマτ論ず}Ъ。

ユア 痛ⅢI夕■(人口二人)

0* f'la!. clt.fu* 40f4.

Rを 二つのR ttman■面′ M(υ とR上 の色 理影昴数 全体 の減 こずる。∫こKり に対

して,そ の310bal Ctasttr set こ
CRCり こ麦すi cA3(臓 SPo CH3)屋 ,仕 たあ

fCM(R)に 対 してCR(∫)ゲ AB―にmOMable(にsPぅHB‐にmovable)ヒなるR“ mamm,

classと する.こ の こt,■ の包a由 魚 が あることこ義略 する.

ムoL く  CHB

OHB       A
▼ (凋Bく  CAB く OAB

ここで Qtt BこC月3こ の向にぃ包合劇体 はなt .ヽ特 に,び n鴫 有限 のR¨ こ に設

れば    ‐

OH B = C H Bく qゎ ⊂ CA B〒 OA D e :

―- 14 -―



23.角竹陵糞tル～多,

争
佐

:″
易 を 続 グ 鷹 物

/′
″赫 η ん 藤 … 務 %属 オ ′潔 .

ォ聰1111:な(糸螢展囁脅易縫をilゥ務装舅r務ザ亀ll;1:を要16「厖塁Li11》こ
缶拠すれば̀ '良くえ火 ιてりう場合ケ多しヽ, こ´うことにウ失す孔 夕|ョク紛丈て“は,んたイれ乃ル tЙtS

t(っ=属ん島t'

の殖分布にっι)て考える。これに関サ3´級効はoff轟,A,C.5によフ(調バ5κ
て )ヽ54・・

,仮 Qは ,XLこ とて,ネ更ホ響k値 正寿甦分■ (平 月 0,分 者に1)ξ 夜 ,〈 ′
t5に 精 密に,硬 分争 t解 析■3.

復 素平伯 tC,単 位 円反 こ D こ 書 く.今 D上 つ解析 畠裏 fと ,D円 oぐ受域U に対tて, 7tCf,u〕ぃし fぶy:illli曇〔:I:ざ:α
(f′y' 1な′

fお`E/■
で鰐覆ロス●値全体こする。な

い つ ｀ (■U)=キ ∞  。 。s。(屈伊幸 1で え立するこ言 う竜束 。)こ

力30 ?`

ぃっ α(fx,v)“C'。 .5。 こガるか?

未齢成は,こ れ5に対する一もっ解答こ与たる。一つのに用 ことて,象  か
Jdれ 方向tあ D(Q.s。)各件力LT(fx,I)(4o“ 桑地)o位 散p少 さ、、前 む

銃 じ5れ る。

29:外 僣 浅 こ夕御 修たみ考)

チタルレ多μ レ"′ 猾し多修毛oつ黎多3イ槻

E■Tct の定理の拡3長について 上 べうυ

∫(z)しょ島。お ふ4眈  が 気「艮な整品教と43:

有界て・なレ)な列 I喝II:に対して′手(Z'=J.(筆 =ィン2″。一 )の 標 1々1~ヽて

〔多,o≦ 』がz≦ 孔}(孔 は任tェ 拳ぅ に あうなう|ゴ′手(2,ほ鳥々2次 =llて"J;3.

- 1 5 -



Dθ.人ィ賀梶(ゑん人豹
佛ユ生零 え理 につヽゝ て

晰 リーマ ン衝か ら闊 り~マ ンORへ のネi象tオ たよう。 R工 の タ ノ 彦

左 メlχ z l′ 0 ` g  C  C Z′ と するc才 え 主率 え′賢に関 すろ ハツ
″ (ハダれ ,。・ 5こ

F― ., ノ′J7)′  `ル ″ (A― .J。 ればん。ノ/ノ ιθ', S″ ′ (κ翻2夕 との ス着参

滋 )イ の特 果 Lノ が シス薔孝 K=一 △ ユ
7'/夕

2ヵ .ぇな と:ご餃 らIヽ ′ヽ ′のな 臭″い

人 iし て‐ ろ場か に拡象 マ ろ.J[上 ね ハ認し の命 ia“ 泉 tか り動く レスつ し ツ

である。

3′、夕ρ暢殊(みκ後彦フ
ルジたたっ分′多多声J慇|,つい子

∫=(∴ ′∫′′
―・レ∫″)(π≧2)と  IZIく∞ でのた鷹 的な出衣 魚′入を∫。′・£′

い
,

」ん のF●qのι上のな立な ′次関`魚の承人イロイ足′Xと ∴′勇′
…。′∫ルのεユ ″ /' 浄々ι

か(主ο)でい二粥∪三二にあるものの集合とすら.このとき′Xかリイをなにん′ん′…′

ら,λ+2=夕́選`ざとき′

T(メ′∫)〈夢レζι Q几)づ̀ r)

を得る。 “ルナλナ2"ιま~■走̀ ヨまメこぅせ後ヽい。

た月どιて′へまていに突口ぅメしてしヽあいくっ″ヽの糸J果の角孝な矛l証明とみえるここ

かⅢで きる .

-16-



32.効蒻 え,(枝次国人工)
エスリとにりすF珂什曹薇のイ範Lッにっ、)て

■,C→ RC t正 貝:l由浄縫, 1%:C― ウG伍 ,t)c略 .1lC t%:ミ テす

13イi椒 子 oロ イ半激 線 と言う。 さ ミで 1(■),“十ICt ' 1 ,衆 =0ハ ウ易イ》′

77ち∝lt閣してきヽ,%cRCが γハ″レユP品 lFムリ,く交,aj>キ0

,うば:_P二50tal)≦2■ぞあЪtしが∵口'れてヽЪ.ミミどは,セ∝
( :≦晨色魚- 1 )が うしに 粗 ざ,ハ

夜
j e囁 も_ l Cが 解 え型 Pαぶ複ル後 に あ り,

くt∝,A・`>キ0ちら時`,I~1魚(A・J)≦22凛)“う ざ ち Ъ ミヒt幸撻七

市る。  ■ して 負33,‐衆=生 、■7‐t して, 二  ざlcハち)=ユ22(4)-3  ti冶4

1■ %ヒ {A・ilの イ':lt与 え3。 0'I

33.友工牡(東北人理)
名霧ユ由場にの“グこれ たワヽ)て

E d r e i ―F u c h s  は
“

准 デ 子 衝 C上 o有 彎 型 働 数 f ( 2 ) | ず ろ ι λ フ 隊 二 っ d e f i c i e n t

va■ues t t , な  , ir . %の  ■。wer Order  ほ ゴし てい多 .々″ ヒ :: タ ミ と を 通:べ` く こo る 。
´ 夕 E t c■ 4打 次 基 そ ゛ 0石 矛 閉 殊合 セサ ろ し|、■■■S t r b m  及 .・・Iは E v a n sの

出久 o■eve■curve.を用いてNevan■inia″ 今 te_t上 9有 竃鮨 欺 ,J″告にF/4乏{了=.
こ の 詐 ま で・1 3特 別 な場 合 し l Z . Eが

・
石Fた.ス 噂可 孝 個 夕 √1集 合 れ ら 々 み 考 e¬ l上

ぜ 9た 理 に ど の よ う に な る ら、1し
い タ ミ し 1 =つ ぃ てス マ 皓 採 t軟 争 ず 力. ( 1 ) Eか 有

服 1 6 o点 力、ゥ角 5ヒ せ .  も に あ る E v a n s出
智 ( 2 ) 1ミ灯 し て ( A ) :亀 ( a ) + 1 (β)〉1な る

二 ,0艘 α′β バ
`etす

る な ぅに
“
、 fO■ OWer orderル =・

lf ruは 千
t あ゙ る′ 但 ι 『“ 及

びん “u(2)に関するf O饉 ■■strbmのな味のdeFiciёncy及び■Ower 6rder tたず.
(■■)(■ ,t・ 条 件 (A ) t洛 サ ι (■)● 鮮 誇 “力

・
上 しな ι.:ま た (A )τ¨ぁ フても Eの

あ る 点,2。て
'5Ъ

(a )〉。, S負 |)〉o し な る |:こ 'λ,な ὶ、 但 t S Z , 1晨 Z。の近 窃 びり 々 財

イし tr( N e v a n■i, n a″ 分 にぢ け ら deF i c i e nとy十 歿 ウ■ (i・i) E ,ゞ 口 孝 組 0点 ・れ '功
ヽ
る

しtは fご eLEび ェ則,aフある値α〔c:ミリすじて
1(α)〉Oτじ ,ι ↓ (1)の修孝諄に′̀ず

ししメ場
・
土しな::.

- 1 7 -



31.ム ロ博史(落僕人薇考)

媚リーマンロのつk`餌 “族zヮ各|れ り調ん言|その夕こ

かく:Э 〒 浩ノ,に
α・り・Pα)の 流テ撃末の凛 ツt tCta,]∬

》
(仁じ雄 ,≧子)と

す 3 .  こ ?葉 り こ タ アの μ t∝` 3 D J  γr ,′ゾO l  卜 今 け て′ tゲ t夕 α あt味 で イ =ら

0●D′ソι■':まぇとヒもに連Ⅲ卜傷〈ようにケする.か 0(つにて′ばの上で0,P(つ

i(J鷺」7嚢爵鶴ial博軍ilitlt7ま∫):∬fど∬1
七 ヒよoまⅢ沢 z‖ ら. 次 に`‐ )。の種久 ナ

I:11二iモ:::露1■fll:tilt■
μ(1:C)=いげこの七ぁ]の二年:と'10

補 題 .Э がヽ steれ 黎 可 らに 0ヒ t′ λ候
:響 )及 ぴ メ '=C'い

=卜 口 ιち

はКF)での工の像調わら杖である。

ミれ tた 甲 tて ′ 2史 久 整 島教ρ Jllt崚′ fal."rP6た,議 “ ヮ ri尋 な
の

■え佐 など

につ 1〕マ0ヾ ちゅ

う重 LLl口lf史`淮領た雄.督)

I^4 tni4^Ll, l,/*,""1/;" Nl d f Ra-"t"* ""^/""t

面:Fftピだ13:ωl'lill・lF[?i管景I‐1霞11::・二lFL「::}管
tF濯

[T

た可3, tじ えに 0ボ Stet"誓ンif・″ F"あつ と“う薇メ=左おい夕れ:まし aは ま,

2つの楊ケ : S告 IWIく| えlへ S ttοくlWlく|, 左 イξ漁暫角に:まt″ゲ″

執1:=′ 1111,II::::」::」i::ili:;li::::IitFi等)

- 1 8 -



3δ.野口潤来″ (″綺欠理)
C21の有爾υ皮■■間↑ら射影黛HT枚夕標外 への有狙■年たの値分ヤにつ ′ヽて

X童 %″ 潔 ″
。ιメしがれな工月,電ア象と,s

/ι駒脅資教ゥ狂体と
oにす'マと車え,。

″  とし ケ:X―ウC預 2励 ,_ ざ /レ蒻″が
とでxら♂ 乏♂ 上の者雌 安口と呼万1′
と,右燿■ζ推輿∫fχ与/の値タタ■?/ノzttη定理ご十

圭た=(熟 みダ &均 説鋭)手 lXゥ /こ 非凛 工芍F象 リフ滋ルX≧ 磁揚/と す
了タムー7/こ″場影笈多疑 ぁ た ′2=こc'′4(〃 セκんノ′ガ■4-′
′′昼/上 の国二ぜ Z2ヽ は ″

牝〃と 夕″力%ノ クをく夕
″ ぞ

`け
どを夕とすJ。 こ

の“

                              |

′

Σ ァ`2t`)基      .す
|こん

_/ノ
∠ノt     イ =l

=・ぜた|ホχらc薇の葉狡′∴ 体を』ら:たな5ゥ`,ェの猛歿′
江叩のキーガイン

場ゑL〃ッ篤グを多後アち穫縮√L:了
えア∫=とを

イ′ル″ノ′Jた「5蒻
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37.弩口潤)た夕P(た 島ヽ 理)

閉リーマ‐/碗へめf貝1写像につ )ヽ(

前者″照ぞ々 ,九たρ∠計 ″死″じれ の承吹ずStこ ,■ /2-ιく・J4,力1たア∫ん

晨1輛 孝7ノ 鳳 χ=・ '/が 硼'一てンロ5´らに′工殉g象 ∫:X→Sご熟 ・,

聾ゼtず,等
♪Ll,ル〔:写〔'7』′′」S:Ч後鶴ζ夕んF脇

ガヽっ ダこ ゲ c上 の夕術 島数 ヒじιん二4劇娠Z′ tな び こ
¥と すぢ′ さ てrzの リ

… より」短ιイヨ5′

に坂、×″らC)どユー実のごとと,fiχ→S`′′′ノご夕″うンたノ ラヱタダ虔

ン丁'。 ■の夕す

Σ
彎 ,,r 'o, 

a z- ,f* 2tr-

きちにノ122ォ rし'り′̀)′咳″ ″吹クス～F?一うせ方ア:

えP熟′И～Fメazたヵし′“りが″5。

3∂.形林 初 ( 多々入■)
び―I―権わ位置にある子菫隼}の 曲 へ r,/Frrグ上“有琴工甲中黎

フKの たJ■が子.■れら。

た,ュ:C2-l―後の位Fに ある二直箕 }の ― 皮 %上
rr有 界工βJ

ユ1荻嗜枷L野|ヮilたとヽ ヒ■るものしつ`イ|″Lじア「い。

力“月11.上のユ線このいずれか′千イ1/Jびのユ欧tるた1その上′ある上たの・

[凛:!fF/::｀た:倉ク
商′

Ⅲa響十_上ドlth年'1麒̀椎芽

満 よ T」ふら,fr留 っ軍 生ノ
知 イ ‐ ・れ A中 ″

る。
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37.表■伝欠 (彙彙玖角た俎)
On a cnfain lef nrratm d nyatae Ant 4uz//"2 anl ih 4/.ar:a7 r/lwft.

t〔よ隼1111ひ:(:〔:。[lli息逸T}|≒111[二鷺'世it。)Й↓1:ll:l
禁喜献撫鵠よ止fll'I輸機]ょ二友孟11段ttデiγ:なF芝ゑ「:;i
l牌1施橋富ふギ【IttI漱

-1獄
蹴サt機ガ1務ふJ蒻颯れ

、1'. れ    |を   1
ら.´ 鳴億′いにじoo,ホ ι。デー球
∩々 が卜,ヽヽ郷い んチXO絆移★y^り
ド1ン氣う山Ⅲ鳴よついt名びつす■ヽ oヽつとt子1・したよって久永ろ.

″。表几 看 (れた俎)
狩承ウ葡におけつあ3&″力増オにっMて

で のCoこin l領城はェ貝1領減であ3」とぃう吏理が1930年ィドにcttm,Bchnke―Sいれ
!、俵って示ざ北た。また近年,提 辱先年はこの定理の色々な拡張t試み,例 えば′r2求

厖銀 iL多様体の領ゴDで Hl(D:釧吐卜01満 tぼ D:=繰iL多様体である,た だし,
帆Jよ Lett Lに値 しも つ正買1写 後 の芽 o層 L表 ゎ すJと のキじ示 した。 こt Kst:事′ 粛 内

氏 に伐 3‐ 般 の板 素多様体 kお け る擬凸領 バ o特 徴 f・t:す五争↓用 して′ べ敬 苗面 1じ.

2次 t射 影代数多様休 R静 ぃて士の定理の~つ の拡張し試キう。すなわラ):なの命
たし示す:                         '

全二 Stダ 数由面とする。このとき, SI領ダDボHl(D′げ)二ot満 サkめの
出尋十分条4円さ, Dがふれ多様体で 5ヽにH2(Dz)=οl満すこここある。たばし,
げはdド値しもつ工見1写像の芽の層t表ゎし, z′ざ石理整教全体″`5ケ 革ヽ社層と
表わす。

- 2 1 -



′4梶 ゑ 豪 二 (九人理)

焦ユ友ん の舛影:なPolたつ )ヽZ

社長17・ψ社相夕間レ寿tL色だルを形=間 2対えιせ′閥孝協,t卜 J キ`̀ キη

2論じわ・こ/t・・でセスe t iぜ■/Z石広問ク相at'後 ″、脅_フケrOnノF千ア1夕若

えすハ着彩ぢ問ノユとP'ニノ伝凸写嗽ヒフ々 ・トダ'ユ■フタ1関孝′存≠fなとな

ん。 'ヘリ崎豫沈 ,ヽ場を, R.Fujith(Jo Mathe Soc.Jap.15(1963))オ・よヴ・A.

T a k e u c h i ( J . M a t h . S o c . J a p  1 5 ( 1 9 6 3 ) ) ' マ ニネ ク =難 仁 で あ ノ ″ 午 'たた ■ ク 場 合 ノ

L:Gruman(I■■inois」。Math:18(1974))'常象,=摯 るヒザす4・ 卜たユlト

Cousin―■9とでオゐ。L十 ■年刊た′え,多ら夕′S・D■■een(Mathe Ann。202(■973))'fな

果,一 独在ザ,■ ,

夕2 脅 り12嘲 (老′ らヽ)

″欲イJ体夕う形次の移レ孝すo條ツ冽鷹

(輸 ′錐′―シ‰ )LP‐ のキ 次′明撃・競“ ′ S営‐:け 篭‐■ )′ D,P・ ■募:Sザ '

δ EDO着 翻 史載 仁r日′λした ,ユゥ九日′た に芝だ+憚 ),■ 雄 ずマ
ハメ凛 ′ ハ載 。‐"牛

■ ■ I;錐 lLr社
璽 =→ 暮

Iλ。

〒
轟 峡 奮鰤

鶴●r‐2+“ ―A●―ルマ、蘊H;

1(鐙職奪̀ 糧rl旭守 ∵…'
錫テ。    fr―gごζ,・≦“)

の一浚独主F鶴 キ:銅 0絆 嗜σl ら`P銀 の中へあ多像 ■手んら` ′゙λイ Jいこ当事色

ottこ 子俊'「二佃 ざあり,(こ う7-次 彙髪 ttt■ `と ,力障ネずの保理3る こ

ためb。 ■O r2めのヴ呼条件は各入↑.ら―■ ゲ整わ (t■■除くりの連彰ヌt=οt'3

しヽぜム`)′ /71=2サらこれけ十今今件 ざι●3.

■Fユな氏はι?6+年 :ュ υメロ%`“)`ソ次の多項べ)い
。)gaψ 種の

M。“Jtt ι手え3偉ゼころの″1七`つ挙げお`ついっ し'より得られ`ι00内 6フタ

瑾ん領パは,も村た。それぞ
｀
れの差バぼ ぬ本露条社曖ι27って"ろ。
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43.多θ多年こ脅″たつ)
βttη 9多いっ脅ヒ攣夕̀形犬セ̀わ鷹

簡軍の為二交女ゼ
｀
話をする。溜減つ=1ほ 「十1筍12く1)の自己同型乞□足史のボ饉

で
｀
つづ喚寸ると′ C佗凛山聖′促化)だ

｀
円ユ

曇「もり「::111lli`:準 f称lξf:ち :薇合オ程式て`′その赤博務的■,に`ロミー疹
のは′遅化取 山型愛,甦ぜ生減さ凝て1)る。退ィL釈山■夜数 に諭べ:ゃてく′こ々0こ

[111lFi第15花E還馳1看ご島,革#1芳1蓬ittξ:「こ鼻i恭ざtl
、多主円板芭使った鋼金は,(微 分オ帯大との油命tのぞ:`′て)H:几3ebいJ、によつて
寺洋1・くゎ tく今ってぃる。

″.紘 木々 式 協た理)
起各河徽ヶオ私考承(■)の″物″″ッ群め有瑕注|・フめて

PA″」魔の最 レスリ匿域島振動醸囃気F4(∝′ρ′β̀ブタて′″)のケえす鰺 方荘線 と
くFf)としノ(耳 )夕ημ″“カレ"ど畔ヒ「こ,3。このしよノえ理 ぢ穫ゴv飛(瓦)

警Lt徹 ∬■事:以椰
工 M期 し

り
あ ぬ ′′t3).(耳 )の 一般 月テが ｀` アヘ数 薗 枚 ,ごろ ぅ か たっ いと,さノ

ニわきどの馬果(ふ奥恭―′わし多けあ分0た2′2)こ 及)ここによノ芽いた撃パ得
多れ ら。こ燿  「 が石陥け にな 3よ うな P_J― (γ′β′′チγ '° 危 ?組 本 わt

,■ 彿Jzτ '考 ぇ て 石 藤 ,日ど′ 「がとり裂肇3′
テ

′さ G`名′ィ |し2%ノ 乙 ″ο4ノ

乙 OZ″ 0ろ  ζ夕′ま工の整夢t)ご あ3.
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特 万]海 泉

Yum-Tong Siu ( Yale Univ. )

The Extension of l iteromorphic Maps.

喘閤ふ不厠Ltて、)ますのずタセふ漱考 こヽ鵠求晴7al玉

ゑセtt千 でも.
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